














































































































































































































































































































































































































































































東　北 2 2 2
回答者数 2 2 2
割合（％） 100％ 100％ 100％
筑　波 9 9 1 8
回答者数 8 8 1 7
割合（％） 89％ 89％ 100％ 88％
東　京 41＋（4） 3＋（4） （1） 3＋（3） 38 1 37
回答者数 29 6 1 5 23 1 22
割合（％） 64％ 86％ 100％ 83％ 61％ 100％ 59％
八王子 16 2 2 14 14
回答者数 12 2 2 10 10
割合（％） 75％ 100％ 100％ 71％ 71％
神奈川 5 5 5
回答者数 4 4 4
割合（％） 80％ 80％ 80％
名古屋 7 1 1 6 6
回答者数 7 1 1 6 6
割合（％） 100％ 100％ 100％ 100％ 100％
大　阪 4 4 4
回答者数 4 4 4
割合（％） 100％ 100％ 100％
兵　庫 5 5 5
回答者数 3 3 3
割合（％） 60％ 60％ 60％
九　州 7 7 1 6
回答者数 5 5 1 4
割合（％） 71％ 71％ 100％ 67％
沖　縄 13 3 1 2 10 4 6
回答者数 10 2 1 1 8 3 5
割合（％） 77％ 67％ 100％ 50％ 73％ 60％ 83％
合　　　計 109＋（4） 9＋（4） 1＋（1） 8＋（3） 100 7 93
回答者数 84 11 2 9 73 6 67










東　京 14 6 3 3 8 8
回答者数 5 5 3 2 0 0
割合（％） 35％ 83％ 100％ 67％ 0 0
横　浜 7 4 2 2 3 3
回答者数 5 2 1 1 3 3
割合α） 71％ 50％ 50％ 50％ 100％ 100％
中　部 9 4 3 1 5 1 4
回答者数 3 2 1 1 1 0 1
割合（％） 33％ 50％ 33％ 100％ 20％ 0 25％
関　西 12 6 2 4 6 6
回答者数 8 4 2 2 4 4
割合（％） 67％ 67％ 100％ 50％ 67％ 67％
合　　　計 42 20 10 10 22 1 21
回答者数 21 13 7 6 8 0 8







交流サービス （16）＋7 （16）＋7 （16）＋7
回答者数 5 5 5
割合（幻 71％ 71％ 71％
雇用促進 7 7 7
回答者数 5 5 5
割合（％） 71％ 71％ 71％
調査会 7 2 2 5 5
回答者数 4 2 2 2 2










中　部 4 3 3 1 1
回答者数 3 2 2 1 1
割合α） 75％ 67％ 67％ 100％ 100％
関　西 3 2 2 1 1
回答者数 3 2 2 1 1
割合（％） 100％ 100％ 100％ 100％ 100％
四　国 5 3 3 2 1 1
回答者数 4 3 3 1 1 0
割合（％） 80％ 100％ 100％ 50％ 100％ 100％
西日本 6 4 3 1 2 1 1
回答者数 6 4 3 1 2 1 1
割合（％） 100％ 100％ 100％100％ 100％ 100％ 100％
合　　　計 18 12 11 1 6 2 4
回答者数 16 11 10 1 5 2 3






総　　数 194 47 23 24 147 10 137
回答者数 135 37 19 18 98 8 90






















































JICA東　北 昭和59年10月 昭和59年10月 3年
JICA筑　波 昭和55年5月 昭和55年5月 8年
JICA東　京 昭和52年4月 昭和39年3月 ＊24年
JICA八王子 昭和51年6月 昭和52年4月 ＊12年
JICA神奈川 昭和59年 昭和38年4月 ＊25年
JICA名古屋 昭和38年4月 昭和38年4月 25年
JICA大　阪 昭和42年4月 昭和42年4月 21年
JICA兵　庫 昭和48年8月 （記載なし） ＊14年
JICA九　州 （不　明） 昭和59年4月 ＊4年
JICA沖　縄 昭和60年4月 昭和60年4月 3年
AOTS東　京 昭和35年7月． 昭和34年8月 ＊28年
AOTS横　浜 昭和39年4月 昭和39年4月 24年
AOTS中　部 昭和45年10月 昭和45年10月 17年
AOTS関　西 昭和39年10月 ’昭和39年10月 23年
交流サービス 昭和47年7月 昭和45年4月 ＊18年
雇用促進事業団 昭和47年10月 昭和47年10月 15年
研修調査会 昭和56年4月 7年
オイスカ中　部 昭和43年1月 昭和44年5月 ＊20年
オイスカ関　西 昭和59年7月 昭和44年5月 ＊4年
オイスカ四　国 昭和44年9月 昭和44年5月 ＊19年































No 機関　名 総数 常勤 非常勤 男
?
101JICA東　北 2 2 2
102JICA筑波 9 9 1 8
103JICA東京45 7 38 2 43
104JICA八王子16 2 14 16
105JICA神奈川 5 5 5
106JICA名古屋 7 1 6 7
107JICA大　阪 4 4 4
108JICA兵庫 5 5 5
109JICA九　州 7 7 1 6
110JICA沖縄13 3 10 5 8
JICA小　計11313100 9 104
201AOTS東　京14 6 8 3 11
202AOTS横浜 7 4 3 2 5
203AOTS申　部 9 4 5 4 5
204AOTS関　西12 6 6 2 10
AOTS小　計42 20 22 11 31
301交流ザビス 7 7 7
401雇用促進 7 7 7
501研修調査会 7 2 5 7
上記3機関小計 21 2 19 21
601オイスカ中　部 4 3 1 3 1
602オイスカ関　西 3 2 1 2 1
603オイスカ四　国 5 3 2 4 1
604オイスカ西日本 6 4 2 4 2































































































301 　　一一一一交流サービス 42 1．6累
401 雇用促進 1545．7％
501 研修調査会 63 2．39
上記3機関小計 259　　9．6＄
601 オイスカ申部 65 2．4＄
602オイスカ関　西 2 0．1％
603 オイスカ四　国 23 0．89














































































































機　　　　関 総　数 アジア 中近東 アフリカ 中南米 大洋州 欧　州 不　明
JICA東北支部 8 3 1 4
JICA筑波 252 131 25 33 56 7
JICA東京 406 222 15 38 118 12 1
JICA八王子 227 124 12 49 33 5 1 3
JICA神奈川 54 17 4 17 13 3
JICA名古屋 180 93 38 23 24 2
JlcA大阪 129 75 15 21 18
JICA兵庫 48 26 5 7 9 1
JICA九州支部 95 46 14 9 26
JICA沖縄 220 133 19 17 42 8 1




100％ 54％ 9％ 13％ 21％ 2％ 一 一
雇用促進 154 146 2 6
出身地別比率 100％ 95％ 1x 4％




100％ 57％ 8％ 12％ 20％ 2％ 一 一
都道府県のプログラムによる受講者の出身地別一覧（昭和61年度）
機　　　　関 総　数 アジア 中近東 アフリカ 中南米 大洋州 欧　州 不　明
交流サービス 42 16 4 20 2
出身地別比率 100％ 38％ 10％ 48％ 5％
一28一
民間のプログラムによる受講者の出身地別一覧（昭和61年度）
機　　　　関 総　数 アジア 中近東 アフリカ 中南米 大洋州 欧　州 不　明
AOTS東京 155 155
AOTS横浜 222 175 17 24 5 1
AOTS中部 175 170 5
AOTS関西 475 406 13 10 42 4




86％ 3％＼ 4％ 5％ 一 一 一
オィ肋中部 65 65
オィスカ関西 2 1 1
オィ肋四国 23 21 1 1
オィ肋西日本 37 33 4
粁スカ合計 127 120 1 6
出身地別比率 100％ 94％ 一 5駕
研修調査会 63 58 5
出身地別比率 100％ 92％ 8％




100％ 87％ 3％ 3％ 5％ 1％ 一 一
受講者全体の出身地別一覧（昭和61年度）
プログラム別 総　数 アジア 中近東 アフリカ 中南米 大洋州 欧　州 不　明
政　　府 1773 1016 147 217 349 37 4 3
民　　間 1217 92930 40 52 10 1 155
都道府県 42 16 0 4 20 2 0 0
合　　計 30321961 177 261 421 49 5 158
出身地別比　　率＊ （2874）





























































































































（2）学習と平行して、専門技術研修 0OO ○ O O O △
（3）学習修了後、一般研修開始





（3）専門分野の研修内容による 0 O O O








4）1クラス担当講師数 2 1 3一 3 1 2一 1一 2 7 4
4 3 2
5）日本語授業の行われる場所
（1）機関の教室、宿舎と同一敷地内 O ○ 0 O O
（2）機関の教室、宿舎から通学 O
（3）宿舎建物の一部を教室として O OO 0O






AO AOAOAO ? ? 研 オイ オイ オイ オイ
機関名 TSTS TSTS
? ? ?

















（4）学習修了後、専門分野研修開始 OO O0O OO o O
（5）その他（各機関の項参照）
2）受講者の日本語受講時間数の基準
（1）学習時間数一定で全員同じコース o O 0O OOOO










4）1クラスの担当講師数 2一 2一 2 2一 3一 1 3一 3一 2 5 4
3 3 4
5）日本語授業の行われる場所

















































































































































































































































































?? ??? ???? 20
工 計（クラス数）
201AOTS東京5 17 1 0 0 23クラス
202AOTS横浜2 15 6 1 0 24クラス
203AOTS申　部3 15 3 0 0 21クラス









?? ??? ???? 20
ぷ 計（コース数）
101JICA東北0 1 0 0 0 1コース
102JICA筑波8 24 2 0 0 34コース
103JICA東京11 21 14 0 1 47コース
104JICA八王子3 8 6 0 0 17コース
105JICA神奈川0 4 0 0 0 4コース
106JICA名古屋5 15 9 0 0 29コース
107JICA大　阪2 12 1 0 0 15コース
108JICA兵庫1 1 3 0 0 5コース
109JICA九　州1 5 3 0 0 9コース
















?? ??? ???? 20
ぷ 計（コース数）
601オイスカ中　部 0 0 0 0 1 1コース
602オイスカ関　西 2 0 0 0 0 2コース
603オ仔力四　国 0 0 2 0 0 2コース
604オイスカ西日本 0 1 0 0 1 2コース




?? ??? ???? 20
ぷ 小計（コース数）
301交流サービス 0 1 0 0 0 1コース
401雇用促進 0 3 0 0 0 3コース
501研修調査会 5 6 0 0 0 11コース























































































































（11）VTR　r日本語教育映画基礎編30巻」 OO O 0
（12）VTR　r日本語教育映画申級編6巻」 O
（13）スライド教材r場所シリーズ」東映 O 0
（14）スライド教材「生活シリーズ」東映 O ○ O
（15）スライド教材r12ヵ月シリーズ」東映 0 O O
（16）テープ教材・教科書付随の物 O O O O
（17）「職業訓練分野専門用語集」JICA OOO O




































（2）「日本語の基礎1」AOTS 両 両 O両 ? ? O ? 漢 漢 ?






（1）「日本語の基礎1」各国語訳 OO OO O O OO
（2）「日本語の基礎皿」各国語訳 OOOOO OO O
（3）「日本語の基礎1・文法解説」 OOOO OO OO
（4）「日本語の基礎皿・文法解説」 OO0 O O 0
（5）r絵教材」AOTS OO OOO O O 0OO





































































JIJI JI JIJIJIJIJIJI JI
機関名 CACACACACACACACACACA?










一一一一一一一一一一一一一一‥一一一一一’→一一一一一一一一一一一一一＾， 一一一 一一一 ｝一一 一，一 一一｝ ’一一 一’← 一一一 一←一 一一一全員に持たせるようにしている O0O ○ ○ O
A．特定の辞書をすすめていない
B．推薦した物のうちから選ぶ





D．その他（各機関の項参照） O O ○ O
一一一一｝「一一一一一 一 一 一 　 一一 一｛ 一 一4）文字教育について
100時間以下の場合の文字教育
1．文字はまったく教えない O
2．ローマ字の（A）読み（B）書き AB△ A △ △ △
3．ひらがなの（A）読み（B）書き AB AB AB A
4．かたかなの（A）読み（B）書き AB AB △ A













AOAOAO AO? 雇 研 オイ オイ オイ オイ
機関名 TSTSTSTS
? ? ?














A．「実用和英技術用語辞典」 OO 00 O
B．「実用和英辞典」 OO ○ O O
C．r外国人のための基本語～」




2．ロ・マ字の（A）読み（B）書き AB ? AB
3．ひらがなの（A）読み（B）書き AB ? ABAB AB△






2．ローマ字の（A）読み（B）書き △ ? AB
3．ひらがなの（A）読み（B）書き △ ? △ AB ABAB△ △ ABAB









































































































































202AOTS横浜 O O 0
203AOTS申部 O
204AOTS関　西 O O


















































































































































































JIJI JIJI JIJI JIJIJIJI
機関名 CACACACACACACA，CA CA CA? ? ?
八
? ?
大 兵 九 沖
北
? ?
王 奈 古 阪 庫 州 縄

















a．ピクニック OO O OO O
b．運動会 0O 0
c．お祭り OOO O O
d．新年会・忘年会・パーティー O O 0 0OO
e．学校訪問 o O O
f．生け花講習会 OOO 0O O
g．日本人家庭訪問 0 OO0 00OO
h．映画会 OOO0 O
i．日本語弁論大会・発表会 O O O
j．スキー・キャンプ・合宿・旅行 0 O
k．スポーツ（テニス・サッカー他） 0 00
1．その他（各機関の項参照） O O O
（6）その他（各機関の項参照） O O O
一62一
表15　機関別　生活指導に関連した資料、催し
AOム0 AOAO ? 雇 研 オイ オイ オイ オイ
機関名 TSTS TSTS
? ?































a．ピクニック O0oO 0O O
b．運動会 OOO Oo 0
c．お祭り O0 OO0 O
d．新年会・忘年会・パーティー OOOO OO OO
e．学校訪問 O 0O OO OO
f．生け花講習会 OO OO
g．日本人家庭訪問 0OOO OOO O O
h．映画会 OOo 0 O
i．日本語弁論大会・発表会 0 O O
」．スキー・キャンプ・合宿・旅行 O0 O
k．スポーツ（テニス・サッカー他） O O O
1、その他（各機関の項参照） O0o O O






















































































（1）来日前の日本語学習を要請する ? O ○ OO
（2）来日後の日本語学習時間を増やす O ○ O
（3）海外での予備教育に力をいれる 0 O o
（4）教師の研修と日本語教育の質の向上 O OOO ?
（5）受講者のニーズ調査と教材開発 O ? O ? ? O O? ?
（6）専門用語用例集などの開発 ? ? O O
（7）VTR教材による新教授法の開発 ? o O O ?
（8）その他 ?
AOAOAOAO ? ? 研 オイ オイ オイ オイ
機関名 TSTSTSTS流
? ?















（1）来日前の日本語学習を要請する O ○ ? O o ○ ?
（2）来日後の日本語学習時間の増加 O OOO
（3）海外での予備教育に力をいれる O OO
（4）教師の研修と教育の質の向上 0O ? O O ○ ? O
（5）受講者のニーズ調査と教材開発 OO ? ? OO O
（6）専門用語用例集などの開発 O ? ? ? O OOO





























































































































































回答者内訳 常勤 非常勤 計
男　性 19 8 27（20＄）性??
女性 18 90108（80％）
20代 7 12 19（149）
30代 12 37 49（369）
年??????
40代 11 35 46（34＄）
50代 7 13 20（15％）



































































































































































30名 20名 10名 10名 20名 30名
（3駕）1 一50 20（22駕｝












































































































の身分 な　し 常　　勤 非常勤
合　計
常　　勤 35名 0 2名 37名


















































































































































機　関　名　　　　教　授　法 直接法 英語等 その他 無回答 計
国際協力事業団（JICA）10機関 38 43 2 0 83
海外技術者研修協会（AOTS）4機関13 4 3 0 20
国際交流サービス協会 4 1 0 0 5
雇用促進事業団中央技能開発センター 1 4 0 0 5
海外技術者研修調査会 2 1 1 0 4
オイスカ産業開発協力団4機関 5 9 2 2 18
　　　　　　（人）
計　　　　　（％）




























1 日本語教師の身分について 78名 58％
2 教材・補助教材について 73名 54％
3 施設・設備について 57名 42％
4 カリキュラムについて 52名 39％
5 研修先との連繋について 48名 36％
6 クラス編成について 47名 35％
7 教授法について 27名 20％





































































































































































































































































































































































































































1 学習者の母語や文化的背景などについて 87名 64％知りたい
2 教授法についてもっと勉強したい 86名 64％
3 他の日本語教育機関と情報を交換したい 59名 44％
4 学習者の研修内容や研修先の様子について 54名 40％知りたい
5 学習者や研修先からの日本語学習について 54名 40％のフィードバックを得たい
6 教材の開発・作成に参加したい 45名 33％






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表記 復習 インタビエー 試験
3回



























































































4 インド マドラス 今年度より事務所兼日本語教室の建物を確保
5 フィリピン マニラ 研修が決定した同窓会推薦研修生に対して事
前オリエンテーション及び日本語教育



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































て　　　’ の　　　の に　　　て　　、に口 “ てい
3か月の日本語教育の中では、研修生1人1人が（工業の場合）研修科目が違
うため、期間内に深く専門用語等の指導が出来にくい。
一231一
21．オイスカ産業開発協力団（財団法人）　　　西日本研修センター　　　〒814福岡市西区姪浜町950番地
　　TεL（092）891－2240
機関代表者氏名（職名）
日本語教育開始年月
日本語教育担当部署名
日本語教育担当責任者氏名（職名）
冨安秀敏（所長）
昭和42年研修課
塚本勝美（主任）
総数6名
うち常勤4名（男3名・女1名）　非常勤2名（男1名・女1名）
。　　について
・受講者：民間のプログラムによる技術研修を目的とする者
・年間受講者総数（昭和61年度）　37名
出身地別：アジア　33名、大洋州　4名
　　　　　中近東、アフリカ、中南米、ヨーロッパ、不明　なし
? のク　について　昭
・授業時間数別コース数と延べ受講者数
201－800時間のコース2コース（37）名
●授業期間別コース数
3か月以内
・1クラスの受講者数
6－10名20名以上
2コース
ス
ス
一
一
コ
コ
ー??
・日本語学習の時期と専門分野の技術研修の時期との関係
日本語学習と平行して、一・般研修（日本事情等）も行われている。
日本語学習と平行して、専門分野の技術研修も行われている。
・それぞれの受講者の日本語受講時間数（受講すぺき日本語コース）
日本語学習時間数は一定で、全員同じコースを受講する。
一232一
・クラス編成
　来日時期別
・1クラスを担当する日本語教師の人数
　　4人ぐらい
・日本語の授業が行われる場所
　　日本語教育機関の教室。受講者の宿舎は同一敷地内にある。
・日本語学習についての規定
　　日本語学習の最後に、成績表や修了書を受講者に渡している。
・日本語学習についていけない者がいた場合の対応
　補習授業を行う。
　　　のの嶽●eについて
・教科書
　　「日本語の基礎，1」AOTS　漢字かなまじり版
　　rJAPANεSE　FOR　TODAY新しい日本語」学研
　　「日本語」オイスカ
・補助教材
　　「絵教材」AOTS　　VTR　rJAPANTODAY（日本事情）」
　　かな練習紙（当センター制作）
・辞書
　　特定の辞書を使わせている。
　　「VACCARl’S　CONCISE　ENGLISH－JAPANESE●JAPANESE－ENGLISH　DICTIONARY　」
　　　丸善
・授業時間が800時間以下の場合の文字教育
　　ひらがなの読み、書き、を教える。
　　かたかなの読み、書き、を教える。
　　漢字かなまじり文の読み方を教える。漢字は100字ぐらい教える。
　’　　　について
・生活指導に関連して使用している資料・教材
　　VTR　rJAPANTODAY（日本事情）」
一233一
・日本語の学習意欲を高めるための工夫
専門のカウンセラーをおいてカウンセリングをしている。
日本人との交流をはかるための催しをしている。例えば、ピクニック、お祭
り、新年会、学校訪問、日本人家庭訪問、青年・一般・婦人との交流会。
指導員と合宿指導。
のZ　での　　誕　　を　’・かつ六　・・に’一’ための
来日前にできるだけ日本語を勉強してきてもらう。
日本語教師の研修の機会を作り、日本語教育の質をより高める。
専門用語の用例集などさらに開発する。
ヨの占に　してw　　でく而　の　の
オイスカ海外研修センターで訪日事前研修を行う。
”　　の　　言 で、にノ、　ている ・な
各教師が独自に作成した手作り教材等。
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付録D（
「高専留学生のための工業基本術語集」
　技術研修の分野に隣接した高等専門学校（高専）の留学生教育の分野でも、専
門分野の用語集が要望されており、　「高専留学生のための工業基本術語集」が作
成されている。
　文化庁文化部国語課の調査によると、高等専門学校の留学生は昭和61年10
月現在103名おり、全国の23校の高等専門学校に在学している。この高等専
門学校留学生は、来日後まず6か月の日本語教育を受け、直ちに高等専門学校の
第3学年に編入するが、それぞれの専門分野の専門用語を早期に習得する必要が
あり、このような留学生のために国立高等専門学校協会では昭和61年に「高専
留学生のための工業基本術語集」を編集発行した。
　この工業基本術語集は
　1．数学・物理編
　2．機械工学編
　3．電気工学編
　4．工業化学工学編
　5．土木工学編
の5分野に分かれ、中国語版、インドネシア語版、マレーシア語版、韓国語版が
あり、計20分冊になっている。それぞれの分野で約500語収録されており、
各語には英訳がつき、語の意味の説明が日本語と各該当言語でつけられている。
　500語という限られた語数であること、翻訳が大学院在学中の留学生による
ものであること等の点から、必ずしも充分なものとは言えないかもしれないが、
技術研修分野でも利用できるのではないかと思われるので、ここに紹介した。
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参考資料
国際協力事業団
　『JICA　GRAPHIC　1985』
　r国際研修センターの概要』昭和60年4月
　r研修員受入事業の概要』昭和60年
　r東京国際研修センター』昭和60年
　rJICA　日本語研修』（創刊号～第11号）
　『OKINAWA　INTERNATIONAL　CENTER』
　r沖縄国際センター概要』
　r沖縄における国際交流と沖縄国際センターの果たす役割』昭和60年9月
　r昭和60年度（第1回）日本語専修コース（A）実施要領』昭和60年5月
　r昭和60年度（第2回）日本語専修コース（B）実施要領』昭和60年9月
　『lNFORMAT10N　ON　TRAlNlNG　COURSE　IN　lNTENSlVE　JAPANESE　LANGUAGE　FOR
　　TECHNICAL　COOPERATlON　1985－86　』
　『INFORHATION　ON　TRAlNING　COURSE　IN　INTENSIVE　JAPANESE　FOR　COUNTER－
　　PARTS　lN　VOCAT　IONAL　TRANlNG　PROJECTS　l985－86』
　「沖縄国際センター日本語研修の特長（昭和62年日本語研修について）」
　「昭和60年度日本語研修受講状況調査沖縄国際センター」　（昭和60年8月
　　17日現在）
　「日本語教材開発　基本計画（案）項目表」
　「昭和62年度日本語専修（A）コース最終評価会（報告書）」
　「大阪国際研修センター昭和63年度日本語研修実施予定表」
　「兵庫インターナショナルセンター昭和63年度日本語研修実施予定表」
一 238・一
（財）国際協力サービス・センター
　r事業のご案内』
　「（財）国際協力サービス・センター組織図」（昭和60年11月旧現在）
　「（財）国際協力サービス・センター日本語研修室組織図」　（昭和60年11月
　　1日現在）
　「国際協力サービス・センター事業概要」
　「日本語研修実施報告書」昭和59年度
（社）国際交流サービス協会
　　rIHCSA』
　　rIHCSAをご存知ですか」
（財）海外技術者研修協会
　rGUlDE　TO　AOTS事業案内』　1985
　rGUmE　TO　AOTS事業案内』　1987
　r研修　234』　1987年　春季号
　r研修　235』　1987年　夏季号
　「路地裏の国際交流①～⑫」朝日新聞切り抜き（1987年）
（財）オイスカ産業開発協力団
　『OISCA　25』　1986
　rOISCA』　昭和61年7月
雇用促進事業団中央技能開発センター
　　r昭和62年度　事業概要』
一239一
（株）海外技術者研修調査会（スリーネットワーク）
　r会社案内』
神戸YWCA学院
　「1987　　CULTURE　EDUCAT　ION　COURSES」
　「リビア研修生用　初級カリキュラム（集中）」
鹿児島県
　r昭和61年　鹿児島県の国際交流』
　「昭和62年度　南方諸国技術研修青年日本語基礎研修報告」（新内康子）
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参考文献
有馬俊子 1982「日本語会話教育のカリキュラムと教授法一一海外技術者研
修協会の場合一一」r日本語教育』46号、65－80頁
有馬俊子、石沢弘子　1979「視聴覚教材の使用法一一海外技術者研修協会の
　　　　　場合一一」r日本語教育』38号、69－92頁
アルク
稲葉怜子
河内千春
1982「技術研修員教育」　r日本語ジャーナル　別冊　日本語教師
読本』NO．2（特集：日本語はどのように教えるか）48－50頁
1987「技術研修生のための初級日本語」
62年度第4回研究例会発表資料）
（日本語教育学会　昭和
1988「技術研修員のための日本語教育一一JICA大阪センターの日本語研修一一」　r日本語教育』66号、91－97頁
総合研究開発機構
　　　　　題』
昭和60年r日本語教育および日本語普及活動の現状と課
田島機智吾、勝又さかえ　1983「中央技能開発センターにおける日本語教
　　　　　育」　r日本語教育』51号、77－87頁
鶴尾能子　1988rTPA語学学校の近況」r日タイ協通信』NO．10
鶴尾能子　1986rTPA語学学校の近況（続）」r日タイ協通信』NO．12
鶴尾能子 1988「学習者の多様性の実態と対応一一（財）海外技術者研修
協会の産業技術研修生受入れの場合一一」r日本語教育』66号、
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